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愛知サマーセミナー2019の状況
市 石田泉城名古屋

令和元年７月14日（日）に次のとおりサマーセミナーの講座を行い25名の参加がありま

した。

１ タイトル 教科書が書かない日本の古代史・元号の謎

２ 日 時 平成31年7月14日（日）13時10分より

３ 場 所 南山高校・中学校男子部 東校舎４階 中教室１（普通教室）

名古屋市昭和区五軒家町６

４ 時 間 割 ３限：13時10分〜14時30分(Ｇ142)、４限：14時50分〜16時10分(Ｈ130)
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受講者に対するアンケートの結果を眺めてみると、大宝年号以前に一連の年号があった

ことを初めて知ったという方ばかりで、その意味ではこうしたお話を続けていく大切さを

あらためて感じました。

一般の方の中には、法隆寺の釈迦三尊像光背銘文についてもっと詳しく聞きたいという

意見があり興味を持って頂けたと思います。

また高校生の皆さんには、やや難しいところもあったようですが、愛知県にも多くの古

代逸年号があると知り調べてみたいとの意見があり、今後の開催にあたっても、地元に密

着した話題で興味を惹き付けていく方法が効果的であると感じました。将来を担う高校生

が日本の古代史に関心をもつことは知識の習得だけでなく自国の成り立ちの理解に繋がり

ますので小さな取り組みですが継続していきたいと思います。

なお、今後の課題として、講座の数が増加し参加者が分散する傾向にありますので集客

のための事前の宣伝に工夫が必要です。

なお、当日は竹内会長が緊急入院されたため冒頭の話は石田が代行しました。
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一宮市八王子遺跡における銅鐸

市 畑田寿一一宮

ヤマトの纏向遺跡が誕生する前の１～２世紀には各地に大規模な弥生集落が誕生し、尾

張地方では朝日遺跡（清須市）が有名である。尾張平野には規模は小さいが同時代の遺跡

が複数あり、一宮市の中心から１Km程西に位置する八王子遺跡もその１つであるが、知名

度はいま一つ欠けている。

この遺跡からは小型の銅鐸が出土した。この銅鐸は相当使い込まれており、集落の中に

埋設されたこことから銅鐸にまつわる疑問にヒントを与えていると思われるが、今まで注

目されることは無かった。

今回は愛知県埋蔵文化財センター発行の『八王子遺跡発掘調査報告書』と一宮市が市制

80周年記念シンポジュームで行った『銅鐸から描く弥生時代』の資料を参考に銅鐸にまつ

わる疑問に迫ってみたい。

なお、現在、弥生時代は国立歴史民俗博物館が紀元前10世紀から始まる説を提示し混乱

を極めているが、今回は紀元前５～４世紀から紀元３世紀までとする従来説に基づき検討

する。この時代区分に依れば、銅鐸が埋設された時期の中期後葉は、凹線紋系土器の出土

などから紀元１世紀～２世紀前半となる。

教科書と暦博の弥生時代の変遷

段階 BC10 BC8 BC5 BC4 BC3 BC2 BC1 AD1 AD2 AD3

金印 邪馬台国.Ⅰ 縄文時代 弥生時代

Ⅱ 縄文時代 弥生時代 .

Ⅲ 縄文時代 弥生時代 .（稲作試行） 弥生文化成立

Ⅳ 縄文時代 弥生時代 .稲作試行 弥生文化成立

歴博 弥 生 時 代 .

の 早 期 前 期 中期前半 中期中葉 中期後半 後期 後期

主張 前半 後半

*暦博が主張する弥生時代区分はwikipediaによる。

１ 八王子遺跡の概況

尾張平野が未だ沼地であった頃、平野の中央に「中島」があった。八王子遺跡はその北

端に位置し、東南11Kmには朝日遺跡が、西１Kmには萩原遺跡群の中山遺跡が存在した。近

江には伊勢遺跡が、畿内には唐古・鍵遺跡が存在し、全国各地で大型の環濠集落が造られ

る時代であった。八王子遺跡は縄文時代から8世紀まで続く遺跡であるが、今回は１～２

世紀を中心に眺めてみたい。

現在、八王子遺跡の上には西尾張中央道が横切っているが、中央道が建設された昭和30

年代後半は遺跡に対する意識が薄く開発優先で進めたきらいがある。

平成に入り東海北陸自動車道が中央道の上を走るコースで計画され、一宮ジャンクショ

ンの北に一宮西インターを造るため中央道の拡幅が行われた。このとき初めて遺跡の存在

が確認されたが、調査は拡幅予定の場所に限定されている。中央道横断地下通路を造るた

めの西側の調査区域では住居跡が密集しており、将来遺跡区域が西側に大きく拡大する可

能性を持っている。
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弥生中期の遺跡としては朝日遺跡とほぼ同じ時代に発展したと考えられている。中期末

葉には朝日遺跡は竪穴式住居の消滅、方形周溝墓の形式変更などが起き、八王子遺跡でも

住人が減少する。理由は明確でないが天候異変により住めなくなった可能性が高い。

＜ 八王子遺跡調査区域図 ＞

２ 銅鐸の埋設状況

（１）銅鐸の形状

全体で22㎝足らずの小型の銅鐸で、不鮮明であるが流水紋が表面にあり、紐で吊るす部

分には中央の大きな擦り傷以外に放射状に４個の擦り傷が微かにあった。

鈕高さ 4.8㎝器 高 銅鐸身 高さ 16.8㎝、

底 径 長径 11.3㎝（鰭間13.4㎝ 、 短径 7.8㎝）

舞 径 長径 7.8㎝、 短径 5.5㎝

鰭 上部左0.5㎝、 上部右 1.0㎝、下部 1.0㎝

飾り耳 取れてしまって無いか、最初から無い。

鋳造時の湯回り 湯回り不足の部分があちこちに見られる。

重 量 814.9g（内部に土が遺存した状態）
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＜ 銅鐸の図と銅鐸の紐の跡 ＞

（２）銅鐸の埋設箇所

集落の中央の墓地の横に埋設されていた。銅鐸は単に祭祀の道具で無く、神が宿ると考

えられていたと思われる。

、 、近隣には住居もあり 新しい祭祀方法の登場により銅鐸の存在を忌み嫌ったのではなく

親しみを持って埋設したと考えてよい。

（３）銅鐸の埋設方法

銅鐸の上部を下にして逆さに埋設されていた。銅鐸は鰭が東から北に24度振った方向に
ひれ

埋設されており、この方向は夏至に朝日が昇り冬至に夕日が沈む方向で、この地方では夏

至に尾張富士から朝日が昇る方向にも一致することから何らかの意図が感じられる。

、 、ちなみに朝日遺跡では横向きに寝かせて鰭を上下に立て 東を頭にして埋設されており
ひれ

浜松市の前原遺跡でも同様であった。全国的にも逆さまに埋設されていた例は４件しかな

く、今後の研究課題になっている。

３ 銅鐸にまつわる疑問

（１）銅鐸が造られた時期

八王子遺跡では銅器の製造をした形跡が無く、銅鐸はどこかから持ち込まれたものと考

えられる。全国的にも製造は弥生中期前葉から中期中葉とされており、紀元前２世紀から

紀元１世紀頃となる。八王子遺跡の生い立ちからみて紀元前１世紀頃に持ち込まれたので

はなかろうか。

（２）銅鐸の用途

銅鐸には儀式のときの「鳴らす銅鐸」と、飾っておくだけの「見る銅鐸」があるとされ

ている。八王子の銅鐸は摩耗の度合いから「鳴らす銅鐸」であった。

① 吊るし方

銅鐸の上部の紐で吊るす部分の には上方向以外に左右２カ所、合計５カ所に紐の擦鈕
ちゅう

れた跡があることが判明している。これは横棒に５方向から吊るして横揺れを防いだこと

を意味し、演奏方法からみても有効な方法であった。

② 演奏方法

銅鐸の下部内側には叩いた結果へこんだと思われる傷跡が前後合わせて カ所存在10
し、前後対称であるが中心点からの対称にはなっていない。このことは銅鐸を鰭が左右に
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来る方向に吊るし、前後に重りを揺らして決められた位置を鳴らしたことを意味する。銅

鐸の内径は７㎝程度であり、演奏にはかなり特殊な技術を必要とした。

銅鐸の下部の肉厚は３～４㎜程度であり、通説ではあまりいい音はしなかったと言われ

ているが、銅鐸を再現した久野邦雄氏によると下部の切り欠きと上部の型止め穴を備えた

銅鐸は５秒程度の残響が期待でき、いい音で鳴ったと思われる。

「見る銅鐸」についても上記の機能は備えられており、近江の大岩山遺跡の日本最大の

銅鐸も、叩く棒に軟らかめな材質を選べば、梵鐘のような音で鳴らせた可能性はある。

（３）銅鐸が埋設された時期と理由

① 埋設時期

八王子銅鐸は住居の近くに埋設されており、その住居遺跡からの出土品から、凹線紋土

（ ） 。器の時代の後期である弥生時代中期後葉 紀元１世紀～２世紀前半 であろうとしている

② 埋設理由

埋設理由は大別して、保存方法の「地下保存説 、信仰方式の変更による「廃棄説 、外」 」

部の敵からの「隠匿説 、外部からの悪霊の侵入を防ぐ「結界説」などあり、北ラオスの」

ラメト族が銅鼓を地下で保管する例から地下保存説を採る学者は多い。八王子銅鐸は集落

の中央に埋設され周囲の土が掘り起こされた形跡がなく、埋設深さも浅いことから「地下

保存説 「隠匿説 「結界説」は考え難く、信仰方式の変更による「廃棄説」が最も可能」、 」、

性が高い。

なお、次の信仰方式を「鏡による信仰」とする説が有力であるが、八王子遺跡では同時

代に集会所と思われる大型建物が存在することから、通説を支持する結果となった。

４ 当時の集落の生活

（１）環濠集落

遺跡の中央を東西に木曽川の支流が流れており、この水を使って環濠集落が形成されて

。 、 、いた 最初は川の北側に集中していたが 川が埋められるとともに南側にも集落が発展し

特に西側に集中する傾向があった。銅鐸の埋設されていた地点は当初住居地であったが、

その後墓地となり、その端に埋設されたと考えられる。後述の大型建物もこの付近にあり

集落の中心地であった。

（２）大形建物

銅鐸が埋設される少し前の時代、銅鐸が発見された地点の南に大型の建物跡と思われる

遺跡が存在した。その大きさは６ｍ以上× ｍで柱穴は最大 ｍであった。柱の内２5.1 0.9
カ所は調査区域外のため規模の詳細は不明である。大型建物の南には井泉があり集落の中

心地であった。

隣の中山遺跡にも同様の建物（柱幅 ｍ）が存在し柱のすぐ近くに排水溝があること6.1
から竪穴式住居でないことは確かである。

建物の形式が近江の伊勢遺跡のように棟持柱式堀立建物であれば話が明確になるが、隅

の柱以外に柱穴が無いので、床の無い集会場のようなものであったと考えられる。この建

物は焼失しており、焼け跡から大量の土器が出土している。その後この建物の南７ｍの位

置に 度建て替えがされた形跡はあるが、大きさは × ｍと小型化する。3 3.8 3.4
建物はいずれも北東に 度程度振っており、この地方では冬に白い頂が見える御嶽山45

の方角にあたる。しかし、中山遺跡の建物は北から東に ～ 度振れており、当時の10 15
北極星の方向となる。建物の方向が信仰に関わっているとすれば、両遺跡には違った氏族

がいたことになり、今後の検討課題である。
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５ まとめ

銅鐸は飾りの文様も薄く鋳造時の湯回りも十分では無い。朝日遺跡からも銅鐸が出土し

ているが、こちらは大きさも２倍以上あり文様も鮮明である。経済力の差を見せつけられ

ている思いがするが、歴史的価値では負けていない。

銅鐸は、①原材料の銅の産地、②製造時期、③用途、④埋設時期・理由など多くに謎が

未解決になっている。銅鐸を楽器として頻繁に使った例は出雲の加茂岩倉遺跡、近江の大

岩山遺跡の銅鐸を見ても無く、僅かに吊るした跡がある程度であり、八王子遺跡の例が一

般的ではないかもしれないが、使用方法のヒントにはなると思われる。

弥生時代には弥生人が縄文人を押し退けて弥生集落を作ったとされているが、今回紹介

した弥生集落はいずれも縄文時代の遺跡を保有し諍いの跡が無い。 ～２世紀の時代を1
いさか

『隋書』俀國伝が伝える倭国大乱の時代と捉えて環濠集落の発展を説明している説もある

が、少なくとも尾張地方では環濠は外部からの侵入を防ぐための役割よりも生活に必要な

用水路であった。弥生時代はお祭りが盛んな平和な時代で銅鐸はお祭りに欠かせない道具

であったと考えられる。

八王子遺跡の付近には萩原遺跡群を始め８箇所以上の弥生遺跡が発見されている。微高

。 、地に集落が点在しその周辺を水田が取り巻く風景であった その範囲は東西 ～２ｋｍ1
南北２～３ｋｍに及び、朝日遺跡の 倍程度にあたる。3

女王さま振り向いて！？2011 10 26 NHK年 月 日放送の の「歴史秘話ヒストリア （」

で萩原遺跡群が狗奴国の首都として取り上げら最新研究！ ・卑弥呼のヒミツ？）邪馬台国

れたが、説の真否は別にして、この地が尾張北部の中心地であったことは間違いが無い。

＜ 周辺の弥生時代遺跡 ＞
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田和山遺跡から見えてくるもの
市 石田泉城名古屋

１ 田和山遺跡の概要

紀元前２世紀の石硯が見つかった田和山遺跡は、宍道湖の東、松江市乃白町内にある三

重の環濠遺跡でありとても興味深い遺跡です。環濠に囲まれた中には、９本柱遺構、５本

柱遺構、三日月状加工段などがあり住居はありません。標高48ｍの小さな山を環濠が囲ん

でおり、環濠集落ではありません。
、、

環濠遺跡というと、すぐに私たちは原の辻遺跡や吉野ケ里遺跡などのように、環濠の内

側に集落がある環濠集落を思い描きます。その中心には王の宮殿などがあるとの観念に縛

られてしまいます。しかし、環濠のある遺跡のうち３割ほどの遺跡は、住居などの建造物

が何もない空白地を環濠で囲っている遺跡です。たとえば、壱岐にあるカラカミ遺跡は、

標高30～90ｍの山頂や傾斜面の田畑のなかにあり、今のところの調査では、斜面に環濠が

あって環濠の内側に住居跡は認められていません。田和山遺跡は、環濠が斜面にあること

や環濠内に住居がない点でカラカミ遺跡とよく似ています。

田和山遺跡の山頂部に遺構が作られたのは、出土遺物からみて紀元前２世紀から紀元前

１世紀ごろに三日月状加工段と５本柱遺構が山頂部に造られ、両者は位置が近接していま

すので関連性があると推測されます。三日月状加工段の西部には、焼土跡があります。さ

らに規則性のない柱穴も存在します。この時期は主に山頂部南東半分が活動範囲です。三

重の環濠を作るには、それ相応に統率された集団が存在し、しかもこの地が重要なところ

であり守るべき場所であるとの共通認識があったと考えられます。
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２ 遺構の詳細
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５本柱遺構は、一間×一間で中央に1つの柱がある構造なので調査の初期には物見櫓跡

と想定されていましたが、宍道湖や乃木平野を見渡すための見張り台としては、山頂部の

南側に配置するよりも北側のほうが相応しく、また物見櫓は、斜面に立地させるのには不

安定で適さないと思われますから物見櫓ではなさそうです。ここは高台であり物見台に上

らなくても十分に見通しは良さそうですし、柱間が１間なので物見台のような建物にする

にはやや小さいように思われます。

次に紀元前後の時期になると、三日月状加工段や５本柱遺構は使われなくなり、山頂部

の縁辺部に柵が一周して設けられるとともに、山頂部北西側のいちばん高い場所に田の字

型の９本柱遺構とともに直線状の６本柱が作られます。この時期の主な活動範囲は、山頂

部の北西半分に移ります。

田和山遺跡から弥生後期の土器の出土は一切みられないことから紀元後２世紀には、廃

絶したと考えられます。これまでの紀元前２世紀から後１世紀までの長い間、同じ思想を

持った人々に支えられた場所と考えられます。田和山遺跡の北200ｍには、田和山遺跡と

関係が深いと思われる友山遺跡があり、26基の土壙墓群、墳丘墓、最古級の四隅突出形の

墳丘墓があります。

古墳時代前期になると、田和山遺跡の外、北側の平坦地に前方後円墳が造られます。

さて、山頂部に初めに造られた三日月状加工段と５本柱遺構はいったい何のための遺構

で、またその次に造られた９本柱遺構と直線に並んだ６本の柱は何でしょうか。

田和山遺跡は、何のための施設なのかとても謎に満ちています。

この山頂部から転げ落ちたと思われる石硯は研石を伴いますので実用的なものと考えら

れ、割れて使用できなくなり廃棄されたものでしょう。古い堆積と新しい堆積の両方から

一つずつ出土しています。一方、銅剣を模した石剣は、実用的なものではありえません。

壱岐のカラカミ遺跡の場合は、頂上部に小さな石の祠があって、その地下から出土した

石剣を香良加美神社の宝物としています。カラカミ遺跡は、祭祀の拠点的な役割を持って

おり古代から信仰の場でした。田和山遺跡からも磨製石剣の石片が出土していますが、環

濠内に神社はありません。

、 、 、 、実は 田和山遺跡のある山は 道路で南北に分断される前は 南の方の尾根とつながり

そこには野白（のしら）神社（松江市乃白町779）がありました 『延喜式』に野白神社と。

あり、御祭神は猿田彦命と天鈿女命です。現在の神社はその南800ｍに移動しています。

ただ、もともと東方にあった神社を遷座したとあるようなので方角がずれているのは気に

なります。ところが 『出雲国風土記』には「野代(ぬしろ)社」とあります。これと同文、

字の野代（のしろ）神社（松江市浜乃木２）は、田和山遺跡の北１kmにあり、こちらは由

緒書きに、主祭神は大己貴命（大国主命 、事代主命、建御名方命とあり、合祀神は二十）

四柱で『出雲国風土記』の「野代社」とされます。

こうした錯綜は各地にありますが、いずれにしても田和山の周辺には関連する神社があ

りますので、田和山は信仰の場であったことは、間違いなさそうです。なお、現在は田和

山と呼ばれていますが、江戸時代までは舳田（ともた）山と呼ばれていました。宍道湖の

乃木や乃白が入り込んだ入江で、船が往来し舳（とも）を付けたことに由来すると言われ

ますので、ここは港であったのでしょう。確かに、田和山は松江市の中心街に向かう尾根

の北端にあり、宍道湖に向かって突き出ているところに位置します。

信仰の対象は、縄文時代には大きな岩や山そのものなどの自然物であり、後代になると

人造の鏡や剣などに変わっていきます。この田和山遺跡が信仰に関連する場所であるとす

るならば、元は、山そのものが信仰の対象であったのではないかと思います。

とすると、紀元前２世紀に建てられた５本柱遺構は、決して主体ではないものの、その
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信仰に不随するものということになります。

５本柱遺構は一間×一間の柱穴の間隔ですのでせいぜい大きな柱を支える程度のもので

す。これは山頂からはずれた斜面にありますから山頂の信仰の場を避けるように設けられ

たと考えるべきでしょう。

これに対して、９本柱遺構は、田和山の最も高いところにあり信仰の場の中心地に祭祀

施設を建てたと考えられます。やや不整形ではあるものの二間×二間で８畳分の大きさが

あり建物を想像させます。

、 、「 」 、この９本の柱の配置は 田の字型であり 大社造 の建物を示しているとするならば

それは出雲大社の本殿と同じであり、田和山遺跡の９本柱遺構は、この「大社造」の原型

かもしれません。出雲大社の本殿は塀で囲まれ一般人は八足門から中に入れず、いわば聖

域であって近づくことができません。つまり、出雲大社の塀は、聖域を区切る役割があり

ます。田和山遺跡では、これと同じ役割を三重の環濠が担っているように思われます。

３ 出土物

、 、田和山遺跡の環濠の底に堆積していたのは 弥生前期末～中期初頭の壺などの弥生土器

そして石硯、磨製石剣、約200の石鏃、石包丁、石斧、紡錘車などの石片と約3000の角ば

った川原石（つぶて石）です。つぶて石は防御のために投石として使われたと考えられて

います。

いずれにしても、環濠を３本も掘り、さらに環濠に残された約200の石鏃、約3000のつ

ぶて石（投石）は、この遺跡を守るべく戦った証です。

とすれば、田和山遺跡も磨製石剣を拝する祭祀施設とも考えられます。

ただ、この田和山遺跡からわずか西20ｋｍのところに位置する荒神谷遺跡から358本も

の銅剣が出土しているのに、この田和山遺跡からは、銅剣が全く出土していません。

田和山遺跡は、弥生時代前期末から中期後半（紀元前２～後１世紀）の遺跡で、２世紀

初めに廃棄されています。どんな事情があったのでしょうか。

これが最大の謎です。

田和山遺跡からは、黒曜石の石鏃を始めとして、出土するのは石器、石材ばかりで銅製

。 、 、 、品が一つも出土しません 銅鐸は 従来 近畿地方中心の青銅器と考えられていましたが

愛知県の朝日遺跡の最古級の銅鐸鋳型の小片１点を除けば、北部九州では、佐賀県鳥栖市

の安永田遺跡を始め現在250点以上の石製鋳型が確認されており銅鐸の起源は北部九州で

あるとわかってきています。また銅矛は博多湾岸の福岡市の南に位置する春日市を中心と

して出土する青銅器であり、銅鐸も銅矛の文化も北部九州から出雲へと伝播してきたと考

えられます。

、 、田和山遺跡が継続している時代は 荒神谷遺跡・加茂岩倉遺跡から出土した大量の銅剣

銅矛や銅鐸などの製作時期（紀元前２世紀末～後１世紀）と同じですので、田和山遺跡か

ら全く銅製品が出土しないのは奇妙です。

実はこの周辺において銅製品が出土しないのは、田和山遺跡だけではありません。田和

山遺跡の東にある大規模な弥生時代の集落である妻木晩田遺跡や鳥取県鳥取市の青谷上寺

地遺跡からも銅製品は出土せず、これらの遺跡も２世紀には廃棄されます。

このように、この地方の遺跡からは銅製品が出土せず、一方で荒神谷遺跡や加茂岩倉遺

跡から大量の銅製品が出土します。しかもそれらの銅製品は、実用品として使われた気配

がありません。荒神谷で発見された銅矛16本は、全ての袋部つまりソケットの中に鋳型の

。 、 。 、 、土が残されたままでした また 刃も研がれていません したがって 実用の物ではなく

祭器と考えてまちがいないでしょう。
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４ 田和山遺跡と荒神谷・加茂岩倉遺跡との関連

荒神谷遺跡から出土した銅剣358本のうち344本には「×」の刻印があります。加茂岩倉

、 「 」遺跡から出土した銅鐸 総数39個のうち14個の鈕と呼ばれる吊り手の部分にも同様の ×

の刻印が見つかっています。

他の遺跡から出土した青銅器には、このように「×」を付けた事例はありません。

この「×」について、学者は答えを避けているようです。

私は、両遺跡から出土の銅剣・銅鐸の多くに「×」印の刻印があるのは、もう使用しな

いもの、廃棄するものという意味で付けられた印だと考えます。

つまり、１世紀末から２世紀初めに強力な権力を持った者が出雲に登場し、これまでの

祭祀を否定してこの辺りの青銅器の祭祀物を一斉に取り上げ、そして集めた祭祀物を、山

中にまとめて廃棄したのでしょう。

田和山遺跡においても青銅器を信仰の対象として祀っていたものの、その強力な権力者

によって没収され、他の祭祀物とともに荒神谷遺跡や加茂岩倉遺跡に廃棄されたのではな

いかと考えます。これまで、田和山遺跡については、物見櫓説のほかに、山城説、保管庫

説、産屋説など様々な推測が示されましたが、どれもスッキリしませんでした。

しかし、荒神谷・加茂岩倉遺跡と関連付けて考えると理解できるように思います。

要するに、田和山遺跡は、もともと三重の環濠で区切られた聖域であって、１世紀末に

は、その聖域をさらに柵で囲い、９本柱の神殿を頂上に建てて青銅器を祀った祭祀遺跡で

あったと推測します。

前回の例会の内容

■ 弥生時代の石硯
名古屋市 石田泉城

、九州北部を中心とする弥生時代の石硯は
祭祀の対象ではなく実用品であると考えら
れ、時代鑑定が正しければ古代日本の文字
文化の普及は紀元前に遡ることになり古代
史の姿を大きく変えることになる。

■ ５世紀の豊前国と穴門の国
一宮市 畑田寿一

５世紀の豊前国と穴門国の繁栄の源は銅
などの鉱物資源と交易であった。穴門は朝
鮮半島、豊前は奄美地方などの南洋交易を
ヤマトへ送る中継地であった。

■ ３種類の白鳳年号
瀬戸市 林 伸禧

齊明七年から23年間の系統と天武元年か
ら14年間の系統の白鳳年号とは別に、孝徳
六年（650年、白雉元年）を元年とし文武四
年（700年）まで続く第３の系統である50年
間の白鳳年号があった。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
古田武彦先生とその学問に興味のある方ならど
なたの参加も歓迎します。また参加に際し事前
連絡不要、遅刻・早退もかまいません。例会で
発表する場合には資料を 用意ください。２５部
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

例会の予定

■ 例会の予定

８月11日(日)13:30～(第１)１ 日 時

２ 場 所 名古屋市市政資料館 第５集会室

名古屋市東区白壁1-3、TEL052-953-0051

３ 参加料 500円 （会員は不要）

４ 交通機関
(1) 地下鉄名城線「市役所 、東徒歩８分」
(2) 名鉄瀬戸線「東大手 、南徒歩５分」
(3) 市バス「市政資料館南 、北徒歩５分」
(4) 市バス「清水口 、南西徒歩８分」
(5) 市バス「市役所 、東徒歩８分」

５ 駐車場 市政資料館：12台＋α収容(無料)

■ 来月の例会 ９月８日（日）

会員の投稿について

（編集担当：石田）■ 会報誌への投稿
furutashigaku_tokai@yahoo.co.jp

■ 投稿締切り日 ８月23日(金)厳守

今月号から石田が編集から発送まで会報誌

。全般にわたって担当することになりました

林伸禧さんには長い間ご苦労様でした。


